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２－４．まとめ

P/T 境界層堆積岩中から、脂肪族および多環芳香族炭化水素を検出した。

これらの有機化合物の特徴は、

１）脂肪族炭化水素は、黒色頁岩層中央部には余り存在していなかった。プリスタ
ンとファイタンの存在比を調べると、ペルム紀から三畳紀にかけてそれらの比は１よ
り小さかった。しかし、黒色頁岩層では逆に１より大きな値を示した。

２）多環芳香族炭化水素は、二、三環式のものは黒色頁岩層では存在量が小さかっ
たが、四環式から六環式までのものは、黒色頁岩層中央に多く検出された。

ペルム紀末から三畳紀初めにかけて遠洋海洋底環境は、約 1,000 万年の間溶存酸素
量の少ない還元的環境であったと報告されている。しかし、本研究でイソプレノイド
炭化水素組成の深度変化を調べた結果、P/T 境界部を含むと考えられている黒色頁岩
が堆積した約 100 万年間は、逆に酸化的環境であったことが示された。

また、炭化水素存在量および多環芳香族炭化水素異性体組成を調べた結果、黒色頁
岩層中央部には熱的により安定な構造をもつ化合物が存在していることがわかった。
このことは、黒色頁岩層中央部が上下層に比べより熱の影響を大きく受けたことを示
唆した。
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